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　１月５日、総合センター日
ひなた

向で
新春書き初め会が開催され、周東
玖珂地域の小・中学校の児童生徒
64人が参加しました。
　参加した子供たちは真剣な表情
で、それぞれの課題に集中して取
り組み、日本の新年の伝統文化に
触れました。

周東町新春書き初め会

表紙の説明

水道料金・下水道等使用料の水道料金・下水道等使用料の
お知らせが変わります！お知らせが変わります！

〇納付書での支払い
　支払期限：毎請求月の25日
〇口座振替での支払い
　振替日：毎請求月の22日
※再振替・振替不能のお知らせはありません

　これまで水道料金と下水道等使用料を別々に請求していましたが、
令和３年４月お知らせ分から１つにまとめて請求します。

　普段目にすることのない下水道を身近
に感じてもらうため、マンホールカード
を作りました。岩国市や下水道について
の簡単なアンケートに答えるだけでもら
えます。
配布場所　岩国市観光交流所本家松がね　　　　　　

令和３年４月から

支払い方法は水道料金のものに統一されます

水道料金・下水道等使用料の請求が１本化されます

　皆さんは、家庭のトイレや台所から出る汚れた水（汚水）
がどのようにしてきれいになるかを知っていますか？
　下水道を通って処理場まで流れてきた汚水は、目に見えな
い微生物と混ぜ、汚れや臭いの元（有機物など）を食べさせ
ることで処理されます。その後、残った大腸菌などのばい菌
を薬で退治することで、海に流しても安全なほどきれいな水
になるのです。

―頑張る微生物の話―

問下水道課☎（29）5144

詳しくはこちら

お客様番号（使用者番号）
が 1つになります

請求の根拠となる使用水
量と、水道料金・下水道
等使用料それぞれの金額
を表示します

マンホールカードをゲットしよう

2広報いわくに



3

《
諸
般
の
報
告
》

○
門
前
町
三
丁
目
の
下
水
道
工
事
に
係
る
事

故
に
つ
い
て

《
監
査
報
告
》

○
例
月
出
納
検
査
の
結
果
に
関
す
る
報
告
に

つ
い
て　

３
件

《
議
案
》

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
４
号
）

○
令
和
２
年
度
岩
国
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
介
護
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
錦
帯
橋
管
理
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
市
場
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
工
業
用
水
道
事
業
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
病
院
事
業
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）

〇
岩
国
市
特
定
用
途
制
限
地
域
内
に
お
け
る

建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例

〇
岩
国
市
特
別
用
途
地
区
内
に
お
け
る
建
築

物
の
建
築
の
制
限
に
関
す
る
条
例
及
び
岩
国

都
市
計
画
地
区
計
画
川
下
地
区
地
区
計
画
の

区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
非
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
報
酬

及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
及
び
岩
国
市
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の

採
用
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

〇
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例〇
岩
国
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ

る
地
域
の
成
長
発
展
の
基
盤
強
化
の
た
め
の

固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

〇
岩
国
市
道
路
占
用
料
徴
収
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

〇
財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

〇
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て　

２
議
案

〇
新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

審
議
項
目
と
結
果

〇
市
道
小
瀬
28
号
線
災
害
復
旧
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て

〇
令
和
２
年
度
岩
国
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
５
号
）

《
議
員
提
出
議
案
》

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
特
別

委
員
会
の
設
置
に
つ
い
て

審議項目
件数

（うち議決件数）

結　　果

可決・
採択など

否決・不
採択など 継続審査

諸般の報告 １ ― ― ―

監査報告 ３ ― ― ―

議　　案 23（23） 23 ０ ０

議員提出議案 １（１） １ ０ ０

　

市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
11
月
26
日
か
ら

12
月
22
日
ま
で
開
催
さ
れ
、
議
案
の
審
議
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
議
会
事
務
局
☎（
29
）５
１
９
３

2021.2.1

市
議
会
12
月
定
例
会

可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
な
ど



澄川喜一先生
文化勲章受章記念式典

心
に
、
彫
刻
家
を
志
す
き
っ
か
け
と

な
っ
た
錦
帯
橋
と
の
出
会
い
な
ど
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
の
最
後
に
は
、
母
校
の
岩
国

工
業
高
校
の
生
徒
が
制
作
し
た
校
章

入
り
の
朱
肉
入
れ
が
記
念
品
と
し
て

贈
ら
れ
、
澄
川
氏
は
「
細
か
い
部
分

ま
で
よ
く
で
き
て
い
る
。
明
日
か
ら

す
ぐ
に
で
も
使
い
た
い
」
と
思
わ
ぬ

贈
り
物
に
感
激
し
て
い
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国
や

吉
香
公
園
な
ど
で
澄
川
氏
の
作
品
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
文
化
振
興
課
☎（
29
）５
２
１
１

市政
PICK－UP

原
点
の
地
で
受
章
を
祝
福

　

12
月
23
日
、
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

で
「
澄
川
喜
一
先
生
文
化
勲
章
受
章

記
念
式
典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
岩
国
市
名
誉
市
民
で

彫
刻
家
の
澄
川
喜
一
氏
が
文
化
勲
章

を
受
章
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
行
わ

れ
た
も
の
で
す
。

　

式
典
で
は
福
田
良
彦
市
長
や
村
岡

嗣
政
県
知
事
な
ど
が
お
祝
い
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
述
べ
、
会
場
を
訪
れ
た
約

５
０
０
人
の
市
民
と
と
も
に
受
章
を

祝
い
ま
し
た
。

　

澄
川
氏
の
講
話
で
は
、
岩
国
で
過

ご
し
た
学
生
時
代
の
思
い
出
話
を
中

市内にある澄川喜一先生の作品　①芽（岩国工業高校）　②創造
（岩国工業高校）　③ TO THE SKY（周東パストラルホール）　
④ TO THE SKY & MOON（シンフォニア岩国）　⑤そりのある
かたち（岩国市民文化会館）　⑥岩国市民憲章の碑（市役所）　⑦石
の翼（吉香公園）　⑧日・月・星（鵜飼広場）　⑨おひさん（岩国総
合庁舎）　⑩錦帯（市役所）

１

２

７

３

４

８

５

６

９ 10
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実業団日本リーグ１部で活躍するACT SAIKYO。元
選手によるデモンストレーションは迫力たっぷり

初めはシャトルを連続で打つのに苦戦していた子供た
ちも講師の指導で見違えるように上達した

 

12
月
19
日
、
総
合
体
育
館
ア
リ
ー

ナ
で「
お
や
こ
元
気
ア
ッ
プ
！
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は

子
供
た
ち
の
体
力
・
運
動
能
力
の
低

下
に
歯
止
め
を
か
け
よ
う
と
始
ま
っ

た
も
の
で
、
親
子
に
運
動
や
ス
ポ
ー

ツ
へ
の
興
味
関
心
を
深
め
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
に
始
ま
り
、
７
回
目
と

な
っ
た
今
年
の
教
室
は
、
県
内
を
中

心
に
活
躍
す
る
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
チ
ー

ム「
Aア

ク

ト
C
T 

Sサ
イ

キ

ョ

ウ

A
I
K
Y
O
」
の
元

選
手
な
ど
を
講
師
に
招
き
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
初
心
者
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

　

教
室
に
は
20
組
の
親
子
が
参
加
し
、

準
備
運
動
な
ど
で
体
を
動
か
し
た
後
、

実
際
に
ラ
ケ
ッ
ト
を
使
い
、
床
に
落

ち
た
シ
ャ
ト
ル
を
ス
マ
ー
ト
に
拾
う

方
法
や
、
打
つ
際
に
シ
ャ
ト
ル
を
捉

え
る
こ
つ
な
ど
を
教
わ
り
、
楽
し
く

汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
親
子
か
ら
は「
子
供
と

一
緒
に
体
を
動
か
す
い
い
機
会
に

な
っ
た
」「
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
初
め

て
や
っ
た
け
ど
ま
た
や
り
た
い
」
な

ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課

☎（
29
）５
１
０
３

親
子
で
楽
し
く
体
を
動
か
そ
う

おやこ元気アップ！教室

今
年
１
年
の
商
売
繁
盛
を
願
っ
て

　

１
月
５
日
、
今
年
1
年
の
商
売
繁

盛
を
願
っ
て
、
地
方
卸
売
市
場
で
初

市
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
光
雄
市
場
連
合
会
長
が
「
市

の
台
所
を
預
か
る
市
場
と
し
て
新
鮮

な
品
物
を
届
け
ら
れ
る
よ
う
尽
力
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、
初
競

り
の
品
物
と
し
て
清
酒
5
本
と
縁
起

物
の
熊
手
が
付
い
た
天
然
マ
ダ
イ
な

ど
の
競
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

福
田
良
彦
市
長
、
藤
本
泰
也
市
議

会
議
長
、
安
本
政
人
商
工
会
議
所
会

頭
が
競
り
人
を
務
め
、
景
気
付
け
の

願
い
を
込
め
て
行
わ
れ
た
初
競
り
で

は
「
さ
ぁ
、
な
ん
ぼ
か
、
な
ん
ぼ
か
」

「
も
う
一
声
」
の
呼
び
掛
け
に
次
々

と
競
り
値
が
飛
び
交
い
、
威
勢
の
良

い
そ
の
様
子
に
会
場
は
盛
り
上
が
り

を
見
せ
ま
し
た
。

　

競
り
の
結
果
、
周
防
大
島
産
の
天

然
マ
ダ
イ
、
尾
津
産
の
岩
国
れ
ん
こ

ん
、
周
防
大
島
産
の
山
口
大
島
み
か

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
通
常
の
10
〜
20
倍
前

後
の
ご
祝
儀
相
場
で
競
り
落
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
参
加
者
全
員
で
三
本
締
め

を
行
い
、
初
市
を
終
え
ま
し
た
。

問
生
産
流
通
課
☎（
32
）７
３
５
５ 初市で競り落とした品物を手に笑顔を見せる売買参加

者

地方卸売市場で初市
6.3㎏のマダイを手に、今年の初競りを行う福田良彦
市長
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す
ま

い
る
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Vol.140

梅川仁
ひと き

樹さん
（錦町在住）

向峠地区に移住しワサビ栽培に取り組む新規就農
者の指導を定期的に行う

　
「
僕
は
人
と
の
つ
な
が
り
を
持
つ
こ
と
が

好
き
な
ん
で
す
」
そ
う
話
す
の
は
錦
町
で
ワ

サ
ビ
農
家
を
営
む
梅
川
仁
樹
さ
ん
で
す
。

　

梅
川
さ
ん
は
ワ
サ
ビ
農
家
の
生
ま
れ
で
、

錦
町
の
特
産
品
で
あ
る
ワ
サ
ビ
を
残
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
21
歳
の

時
に
家
業
を
継
ぐ
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
ワ

サ
ビ
栽
培
を
行
い
な
が
ら
、
就
農
希
望
者
の

農
業
指
導
も
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
梅
川
さ

ん
は
、
新
た
に
農
業
が
し
た
い
と
い
う
夢
を

持
つ
人
が
い
て
も
な
か
な
か
現
実
に
結
び
付

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
現
状
が
あ
る
こ
と
を

感
じ
て
い
た
と
言
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
中
、
新
規
就
農
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
と

い
う
制
度
を
山
口
県
が
発
足
さ
せ
ま
し
た
。

梅
川
さ
ん
は
そ
の
仕
組
み
に
対
し
、
も
っ
と

現
場
に
近
い
形
で
設
立
す
る
こ
と
が
必
要
で
、

岩
国
市
の
場
合
で
は
ど
う
か
、
向
峠
で
は
ど

が
動
き
ま
す
」
そ
う
話
す
梅
川
さ
ん
は
昨
年

の
4
月
か
ら
、
錦
地
域
に
移
住
し
て
就
農
し

た
若
者
た
ち
の
農
業
技
術
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
ふ
ら
り
と
訪
ね
て
は
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
梅
川
さ
ん
は
生
活
面
に
お
い
て
も
地

域
に
溶
け
込
め
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人
が
い

れ
ば
、
地
元
の
消
防
団
に
入
る
よ
う
に
勧
め

る
な
ど
し
て
住
み
や
す
い
と
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
た
り
、
今
後
、
新
規

就
農
し
た
い
と
い
う
人
の
た
め
に
地
域
内
で

空
き
家
の
手
配
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
で
話

し
合
い
を
進
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
新
規
就
農
者
の
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ
、

梅
川
さ
ん
は
地
域
の
未
来
を
見
詰
め
て
い
ま

す
。
新
規
就
農
者
が
増
え
れ
ば
、
玖
北
地
域

で
ワ
サ
ビ
の
出
荷
量
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
、

地
域
の
営
農
法
人
も
若
返
り
ま
す
。

　
「
錦
地
域
の
地
域
力
を
上
げ
て
山
口
県
の

ワ
サ
ビ
出
荷
量
を
全
国
の
上
位
に
し
た
い
」

　

そ
の
思
い
が
今
日
も
梅
川
さ
ん
の
活
動
の

原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ガニ芽の醤油漬け、口にすると鼻に抜ける
ワサビの香りが爽やか

う
か
、
地
元
に
い
る
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
は
何
か
、
と
考
え

た
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
平
成
31

年
4
月
に
山
口
県
内
で
ト
ッ
プ

を
切
っ
て
岩
国
地
域
新
規
就
農

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
を
立
ち
上
げ
ま

し
た
。

　
「
新
規
就
農
を
し
た
い
と
話

す
若
者
が
そ
の
地
域
で
頑
張
り

た
い
と
い
う
意
志
に
真
剣
に
向

き
合
い
た
く
な
る
ん
で
す
。
自

然
と
サ
ポ
ー
ト
す
る
よ
う
に
体

ワサビの花芽は関西方面の料亭などからの
需要が高い

農
村
地
域
に
若
者
の
声
が

こ
だ
ま
す
る
よ
う
な
岩
国
市
に

　向
むかたお

峠地区でワサビ栽
培を行う傍ら、岩国地
域新規就農サポーター
ズ会長や山口県農業士
協会会長として新規就
農者や県内農業者への
指導をするなど、農業
振興のリーダーとして
活躍している。
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12
月
18
日
か
ら
30
日
ま
で
、
吉
香
公
園

大
噴
水
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
18
日
に

は
点
灯
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

　

こ
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
、
錦
帯
橋
が
日

本
夜
景
遺
産
の
「
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
夜
景
遺

産
」
に
、
錦
帯
橋
と
岩
国
城
が
「
日
本
百

名
月
」
に
そ
れ
ぞ
れ
認
定
さ
れ
た
こ
と
を

記
念
し
た
も
の
で
す
。

　

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
さ
ま

ざ
ま
な
色
に
変
化
す
る
も
の
と
、
医
療
従

事
者
の
皆
さ
ん
へ
の
感
謝
を
表
現
す
る
ブ

ル
ー
を
基
調
と
し
た
も
の
が
あ
り
、
訪
れ

た
人
は
期
間
限
定
の
特
別
な
水
と
光
の
演

出
を
楽
し
み
ま
し
た
。

吉香公園大噴水
ライトアップ
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最後まで全力で走り切ったよ

　12月９日、由宇文化会館で藤本
喜
きゆうなり

祐也氏による民謡三味線ライブ
が開催されました。訪れた人たち
は「花笠音頭」や「お富さん」な
どなじみのある曲が始まると口ず
さんだり、手拍子を取ったりとラ
イブを楽しみました。コロナ禍で
日常の行動にも気を遣う日々の中、
生の音楽に接することで、リフ
レッシュ出来た１日となりました。

　12月５日、錦清流小学校、宇佐川小学校、錦中学校合同の「錦
町内小中学校持久走大会」が開催され、冬の寒空の下、児童・
生徒は力いっぱい走り競い合いました。沿道では保護者、地域
の人たちが温かい声援を送り、全力で走り切った生徒たちは顔
を真っ赤に上気させながらもすてきな笑顔を見せていました。

　12月５日、美和中学校の生徒が「美和町ウオーキング」に参
加し、17㎞の道のりを歩きました。生徒たちは旧街道の面影が
残る岩国往来を並んで歩き、古い歴史の趣や豊かな自然を感じ
ていました。お昼は阿賀ふれあいセンターで持参したお弁当を
食べ、とても楽しそうな笑顔を浮かべていました。

歴史の道をみんなで歩いて

　12月 5日、美川町友
ともまわし

廻で昭和
28年生まれの同級生４人が新しく
「ニハチファーム」を立ち上げま
した。「野菜作りの体験を通して、
人と人との触れ合いを楽しみた
い」をモットーに、今年から会員
を募り、ジャガイモ、トマト、ピー
マン、サツマイモなどを作りなが
ら、地域内外の交流機会づくりを
目指したいと張り切っています。

「交流ふれあい農園」　
　　　　　　準備完了

生の演奏で
　　　  リフレッシュ！
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　12月25日、岩国地区の市民団体
「岩国巌流会」の会員が錦帯橋料
金所前に門松を設置しました。
　１月７日まで飾られた門松は、
昨年１年間で一変した世の中が１
日でも早く平穏を取り戻し、錦帯
橋周辺にも以前のにぎわいが戻っ
てくるようにという願いと共に、
年末年始に錦帯橋を訪れた人たち
を迎えました。

　12月11日、周東町上市集会所で落語の公演会が開催されまし
た。由

ゆうて い た く

宇亭拓の輔
すけ

氏による公演で、障害者への理解を呼び掛け
る講話の他、自作の新作落語「親の背中」と古典落語「禁酒番
屋」の２題を演じました。訪れた人たちはたくさん笑い、年末
の良い思い出となりました。

落語で笑って年忘れ

　12月17日、玖珂あいあいセンタ
ーで「くが星空観察会」が開催さ
れました。子供から大人まで13人
が参加し、星空観察のための基礎
知識を一通り学んだ後、県内でも
最大級の大きさを誇る直径50㎝の
レンズの望遠鏡で天体観測に臨み
ました。当日は天候にも恵まれ、
冬の夜空をじっくり堪能すること
ができました。

平穏な世の中とにぎわ
いの回復を願って

冬の星空を
　　　　じっくり堪能

金澤さん親子の「飛翔」に感動
　12月19日、本郷小中学校合同体育館で、世界中で活躍してい
る書家の金澤翔子氏の母親、金澤泰子氏の講演会が開催されま
した。金澤氏はダウン症の娘と２人で歩んで来た過去のさまざ
まな出来事を語り「生きていれば絶望はない」という前向きな
メッセージを会場の児童・生徒たちに投げ掛けました。
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●エネルギー 67kcal/人　●食塩相当量 0g/人

材料（４人分）

黒糖とくるみの蒸しパン

手軽にできる簡単おやつ

●エネルギー 36kcal/人　●食塩相当量 1.2g/人

材料（４人分）

大根と干しエビのスープ

じっくり煮て、うま味たっぷり

★ひとことポイント★
　干しエビ、干しシイタケから出るうま味がたっぷ
りのスープです。じっくりと煮て味を引き出すのが、
おいしく仕上げるポイントです。

①大根は小さめの乱切りにする。干しシイタケは軸
　を除いて小さく割る。
②鍋に、①、干しエビ、Ａを入れて強火で煮立てる。
　弱火にし、シイタケが柔らかくなるまでふたをし
　て15～20分煮る。塩、こしょうで味を整え、ミニ
　トマト、パセリを加えて１～２分煮る。

・大根…200g
・干しエビ…15g
･干しシイタケ…３枚
・中華風顆

かりゅう

粒だし…小さじ１
・水…600㏄

・塩…少々
･こしょう…少々
・ミニトマト…12個
･パセリ…適量

A

作り方

食推さんの

食べてみんさい
　　　　おいしいけぇ

レシピ提供：岩国市食生活改善推進協議会

※なるほど健康教室は休載します

　まで入れ、飾り用のクルミをのせる。
③蒸気が上がった蒸し器に④を入れ、強火で12～15 
　分蒸す。
★ひとことポイント★
　クルミをレーズンに変えてもおいしいです。

①ボウルに黒砂糖とサラダ油と水を入れ、泡立て器
　で混ぜる。
②薄力粉とベーキングパウダーを合わせてふるい、
　①と合わせてさっくりと混ぜる。具材用のクルミ
　をそっと混ぜる。
③プリンカップなどに入れた紙カップに②を８分目

・黒砂糖（粉末）…25g
・サラダ油…10g
･水…50ml
・薄力粉…50g

・ベーキングパウダー
　　　　…小さじ1/2
・クルミ（具材用）…20g
･クルミ（飾り用）…５g
・紙カップ…４個

作り方



高
齢
者
な
ど
へ
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
検
査
の
助
成
を
行
い
ま
す

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
検
査
を
希

望
す
る
高
齢
者
な
ど
に
、
検
査
費
用
の
一
部

を
助
成
し
ま
す
。

　

咳
や
発
熱
、
倦
怠
感
、
味
覚
異
常
な
ど
の

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
支
給
額
が
増
加
す
る
人
、
新

た
に
支
給
対
象
と
な
る
人
が
い
ま
す
。

　

す
で
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
人
は
、
申
請
不
要
で
す
。

　

次
の
人
は
申
請
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
３

月
分
か
ら
受
給
で
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
が
必
要
な
人　

令
和
３
年
３
月
１
日
時

点
で
障
害
年
金
を
受
給
し
て
お
り
、
児
童
扶

養
手
当
受
給
資
格
者
の
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人

申
請
期
限　

６
月
30
日
㈬

申
問
こ
ど
も
支
援
課
☎（
29
）５
０
７
５

国
民
年
金
保
険
料
口
座
振
替
の

申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

　　

国
民
年
金
保
険
料
を
口
座
振
替
で
納
付
す

る
と
、
払
い
忘
れ
な
ど
が
な
く
便
利
で
す
。

　

ま
た
ま
と
め
て
前
納
す
る
と
、
国
民
年
金

保
険
料
の
割
引
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
口
座
振

替
だ
け
で
な
く
、
現
金
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
で
の
前
納
も
可
能
で
す
。

●
口
座
振
替
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付

　

６
カ
月
前
納
、
１
年
前
納
、
２
年
前
納
の

申
し
込
み
手
続
き
は
２
月
末
ま
で
可
能
で
す
。

○
６
カ
月
前
納
は
４
月
分
か
ら
９
月
分
ま
で

を
４
月
末
、
10
月
分
か
ら
３
月
分
ま
で
の
保

険
料
を
10
月
末
に
納
付
し
ま
す

症
状
が
あ
る
人
は
助
成
対
象
外
で
す
。
か
か

り
つ
け
医
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

対
象　

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

〇
65
歳
以
上
の
人

〇
基
礎
疾
患
（
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患
、
慢
性

腎
臓
病
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
心
血
管
疾
患

な
ど
）
の
あ
る
人

検
査
日
時　

２
月
８
日
㈪
〜
３
月
31
日
㈬
の

指
定
す
る
日
時
（
高
齢
者
支
援
課
に
申
し
込

ん
だ
際
に
指
定
し
ま
す
）

検
査
回
数　

１
人
１
回
の
み

検
査
方
法　

岩
国
市
医
療
セ
ン
タ
ー
医
師
会

病
院
に
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
（
鼻
咽
頭
ぬ
ぐ
い

液
採
取
）

自
己
負
担
額　

５
千
円

検
査
時
の
持
参
品　

健
康
保
険
証
、
運
転
免

許
証
な
ど
、
身
分
を
証
明
で
き
る
も
の

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
３
月
25
日
㈭

※
予
定
者
数
に
達
し
次
第
、
受
付
終
了

申
問
高
齢
者
支
援
課
☎（
29
）２
５
８
８

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
へ

　

障
害
年
金
を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
扶
養
手
当
額
は
、
こ
れ
ま
で
障
害

年
金
額
と
の
差
額
が
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
令
和
３
年
３
月
分
（
５
月
支
払
分
）
か

ら
は
、
障
害
年
金
の
子
の
加
算
額
と
の
差
額

○
１
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
年
３
月
分

ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

○
２
年
前
納
は
、
４
月
分
か
ら
翌
々
年
３
月

分
ま
で
の
保
険
料
を
４
月
末
に
納
付
し
ま
す

※
手
続
き
に
は
預
金
通
帳
・
金
融
機
関
の
届

け
出
印
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
が
必
要

●
現
金
払
い（
納
付
書
）

　

４
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
納
付
書

が
送
付
さ
れ
、
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
支
払
い
ま
す
。

※
送
付
さ
れ
る
前
納
用
納
付
書
は
６
カ
月
前

納
分
と
１
年
前
納
分
で
す

※
２
年
前
納
の
納
付
書
を
希
望
す
る
人
は
別

途
手
続
き
が
必
要
で
す

問
岩
国
年
金
事
務
所
☎（
24
）2
2
2
2

岩
国
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の

使
用
期
限
は
２
月
28
日
㈰
で
す

　

岩
国
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
使
用
期
限

は
２
月
28
日
㈰
で
す
。
期
限
を
過
ぎ
る
と
使

用
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

商
品
券
の
販
売
は
２
月
26
日
㈮
ま
で
で
す
。

早
め
に
購
入
し
、
使
用
期
限
ま
で
に
使
用
し

て
く
だ
さ
い
。

問
岩
国
市
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
事
業
推

進
協
議
会

☎（
21
）４
２
０
１

お
知
ら
せ

プレミアム商品券イメージ
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●
市

役

所
☎（
29
）５
０
０
０

●
由
宇
総
合
支
所
☎（
63
）１
１
１
１

●
周
東
総
合
支
所
☎（
84
）１
１
１
１

●
玖
珂
支
所
☎（
82
）２
５
１
１

●
錦
総
合
支
所
☎（
72
）２
１
１
１

●
美
川
支
所
☎（
76
）０
３
１
１

●
美
和
総
合
支
所
☎（
96
）１
１
１
１

●
本
郷
支
所
☎（
75
）２
３
１
１
岩国市役所　〒740－8585
岩国市今津町一丁目14番51号

問
い
合
わ
せ
（
代
表
）

ＬＩＦＥ

くらしの情報

　身近な話題や募集情報など
をお届けします。



上
風
呂
惠
、
豊
中
俊
行
、
貴
船
博
己
、
吉
本

秀
次
、
米
澤
誠
、
山
手
祐
治
、
中
本
吉
昭

●
山
口
県
知
事
表
彰

功
労
章　

村
中
喜
文

永
年
勤
続
功
労
章　

藤
重
唯
志
、
大
内
一
夫
、

村
中
克
則
、
田
内
幸
、
石
原
真
、
林
健
治
、

平
田
富
士
雄
、
東
田
利
幸
、
岡
修
、
谷
睦
雄
、

花
木
和
也
、
中
川
竜
彦

●
日
本
消
防
協
会
定
例
表
彰

功
績
章　

鶴
田
信
夫
、
中
野
治
夫

精
績
章　

貴
船
博
己
、
植
野
悟
、
髙
木
不
二

雄
、
野
村
良
文

勤
続
章
30
年　

森
重
和
美
、
石
原
透
、
野
原

春
輝
、
神
田
恭
巨
、
尾
下
勝
敏
、
村
中
利
朗
、

村
重
健
一
、
菊
元
晋
、
宮
田
和
幸
、
藤
本
邦

義
、
羽
倉
茂
友
、
上
田
淳
次
、
善
村
修
之
、

田
中
浩
明
、近
藤
信
正
、尾
本
勝
正
、林
健
治
、

弘
田
文
利
、
原
田
常
三
、
山
崎
英
一
、
水
野

勝
治
、時
田
稲
夫
、森
口
広
信
、近
藤
二
三
夫
、

広
兼
禮
司
、
吉
本
和
彦
、
岩
脇
孝
史
、
岡
和

馬
、
西
岡
博
幸
、
上
本
和
生
、
河
村
浩
二
、

宮
本
茂
明

●
山
口
県
消
防
協
会
表
彰

功
労
章　

濱
崎
正
雄
、
三
浦
和
幸
、
巻
郷
哲

夫功
績
章　

中
本
晃
、
野
上
保
則
、
横
道
寛
、

木
村
良
明
、
道
祖
本
忍
、
筑
坂
恵
二
、
杉
山

美
幸
、
末
岡
健
二
、
林
健
治
、
吉
村
秀
正
、

吉
岡
俊
治
、
上
田
周
二
、
藤
本
健
司
、
林
都

良
史
、
米
澤
誠

40
年
勤
続
表
彰　

嘉
藤
富
久
、
村
中
孝
則
、

公
共
施
設
白
書（
令
和
２
年
度

簡
易
版
）を
公
表
し
ま
す

　

公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進
の
一
環

と
し
て
、
市
が
保
有
す
る
公
共
施
設
の
４
月

１
日
現
在
の
施
設
数
、
延
べ
床
面
積
、
利
用

状
況
、
維
持
コ
ス
ト
の
状
況
な
ど
を
整
理
し

た
「
岩
国
市
公
共
施
設
白
書（
簡
易
版
）」
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

問
行
政
経
営
改
革
課
☎（
29
）５
０
２
９

米
軍
の
弾
薬
処
理

日
時　

２
月
２
日
㈫
・
４
日
㈭
・
８
日
㈪
・

10
日
㈬
・
12
日
㈮
・
15
日
㈪
・
22
日
㈪
・
24

日
㈬ 

８
時
〜
17
時

場
所　

姫
子
島

※
都
合
で
行
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す

問
基
地
政
策
課
☎（
29
）５
０
２
４

消
防
団
員
の
表
彰

●
令
和
２
年
春
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　

庄
司
道
広

●
令
和
２
年
秋
の
叙
勲

瑞
宝
単
光
章　

貞
中
哲
一
、
小
川
栄
太
郎

●
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章　

森
重
和
美
、
中
村
政
幸
、

山
手
祐
治
、
三
浦
和
幸
、
水
野
鉄
雄
、
石
高

雄
二

30
年
勤
続
表
彰　

中
本
晃
、
栁
﨑
茂
、
渡
邉

博
明
、
杉
田
勝
也
、
有
本
利
久
、
村
重
公
則
、

岡
村
義
弘
、
中
村
雅
一
、
山
縣
真
樹
、
大
谷

利
明
、
山
根
弘
幸
、
田
内
幸
、
末
岡
優
、
河

村
武
司
、橋
本
久
幸
、村
兼
信
久
、浅
海
才
一
、

近
藤
信
正
、
加
川
敏
治
、
田
村
洋
右
、
藤
村

篤
士
、
杉
本
憲
紀
、
前
崎
竜
次
、
末
岡
健
二
、

奥
林
哲
也
、
中
岡
和
雄
、
手
島
康
宏
、
岩
崎

淳
二
、
大
畠
辰
巳
、
中
川
博
之
、
中
村
英
樹
、

近
藤
二
三
夫
、
広
兼
禮
司
、
上
田
博
敬
、
田

村
寿
、
田
中
英
司

20
年
勤
続
表
彰　

米
本
勝
正
、
吉
岡
浩
二
、

加
藤
裕
二
、
白
木
浩
二
、
田
中
一
三
、
福
田

浩
二
、
道
祖
本
忍
、
島
中
雅
史
、
岡
村
高
利
、

鮎
川
小
太
郎
、
和
田
滋
夫
、
森
瀬
晶
之
、
嘉

屋
勇
、
中
村
則
文
、
塚
本
浩
之
、
坂
本
育
生
、

松
原
義
典
、
村
上
秀
一
、
山
下
英
巳
、
山
本

幸
弘
、
中
塚
成
昌
、
山
田
哲
生
、
吉
本
一
成
、

柳
川
勝
美
、
森
重
育
夫
、
末
岡
仁
志
、
表
見

清
治
、
髙
原
義
雄
、
福
岡
政
利
、
金
平
忠
、

岡
﨑
龍
紀
、石
橋
安
弘
、蕗
一
男
、藤
井
武
夫
、

佐
々
木
淳
一
、
髙
林
和
巳
、
山
崎
好
実
、
重

政
敏
章
、二
上
哲
久
、津
村
昌
宏
、宮
本
純
男
、

土
屋
智
嗣
、
豊
島
猛
、
梅
川
富
士
夫
、
弘
中

俊
行
、
林
幸
雄
、
相
川
幸
世
、
角
康
之
、
白

井
壮
史
、
宇
津
本
圭
介

10
年
勤
続
表
彰　

二
階
堂
大
輔
、
新
坂
貴
弘
、

角
西
淑
恵
、
岡
村
健
次
、
藤
本
弥
之
助
、
村

中
昌
吉
、礒
本
和
司
、角
田
新
治
、川
森
哲
夫
、

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。
12広報いわくに



淺
田
康
裕
、糸
濱
宏
泰
、藤
田
誠
、大
西
裕
貴
、

安
永
篤
史
、
中
村
知
眞
、
松
下
大
樹
、
寺
岡

祐
貴
、
村
陰
亘
、
市
岡
佑
介
、
神
田
崇
賢
、

柴
田
洋
平
、
上
田
哲
也
、
上
原
三
智
彦
、
重

政
貴
亮
、
林
和
成
、
増
野
隆
志
、
森
下
浩
、

松
原
俊
司
、井
上
修
、大
杉
典
久
、大
廣
修
司
、

荒
川
辰
之
、
河
村
聡

●
岩
国
市
長
表
彰

特
別
功
労
章　

藤
本
逸
郎

功
労
章　

上
風
呂
惠
、
貴
船
博
己

●
岩
国
地
区
消
防
組
合
消
防
長
表
彰

功
績
章　

廣
兼
利
伸
、
藏
岡
昭
治
、
樽
井
浩
、

越
智
巌
、市
山
昭
生
、松
本
浩
一
、谷
川
増
実
、

原
田
義
之
、
宮
田
和
幸
、
木
村
良
明
、
鳥
越

民
春
、
原
田
博
幸
、
上
田
勝
久
、
瀬
川
淳
、

髙
杉
聡
之
、
森
田
勝
也
、
藤
村
篤
士
、
大
垰

則
夫
、
手
島
康
宏
、
山
本
謙
介
、
原
田
裕
司
、

柏
崎
太
、
上
村
憲
和
、
原
田
徹
治
、
坂
本
剛

●
岩
国
市
消
防
団
長
表
彰

精
勤
章　

黒
元
一
夫
、中
原
弘
晶
、中
河
賢
和
、

上
野
継
吾
、
河
田
尚
己
、
村
中
昌
吉
、
石
坂

友
宏
、
藤
田
卓
也
、
松
村
友
和
、
大
田
順
也
、

古
浜
功
二
、浴
本
一
樹
、中
林
良
、田
才
将
吾
、

重
久
貴
雄
、
野
阪
公
重
、
染
川
成
治
、
河
本

卓
弥
、
西
川
智
章
、
篠
崎
裕
史
、
冨
弘
哲
英
、

江
木
政
彦
、神
本
司
、桑
田
博
文
、山
藤
貴
史
、

村
田
俊
介
、多
中
洋
二
、大
島
正
、田
中
啓
太
、

前
田
将
三
、
河
村
佳
之
、
藤
田
利
明
、
奥
屋

健
治
郎
、
安
部
秀
樹
、
大
野
奈
保
美
、
坂
根

育
生
、佐
々
木
淳
一
、大
西
敏
夫
、中
本
亘
郎
、

向
井
勇
夫
、弘
中
誠
二
、山
崎
好
実
、髙
村
誠
、

内
容　

三
笠
橋
修
繕
工
事
の
た
め
、
９
時
か

ら
16
時
ま
で
東
地
区
方
面
へ
の
一
方
通
行
と

な
り
、
麻
里
布
地
区
方
面
へ
の
車
両
通
行
は

で
き
ま
せ
ん
。
歩
行
者
、
自
転
車
は
通
常
通

り
通
行
で
き
ま
す
。

※
天
候
に
よ
り
規
制
日
時
が
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
看
板
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す　
　
　
　

問
道
路
課
☎（
29
）５
１
３
０

建
国
記
念
の
日
祝
賀
行
事
は

中
止
に
な
り
ま
し
た

　

２
月
11
日
㈷
に
、
市
役
所
１
階
多
目
的
ホ

ー
ル
で
実
施
を
予
定
し
て
い
た
建
国
記
念
の

日
祝
賀
行
事
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
状
況
を
受
け
、
中
止
に
な
り
ま
し

た
。

問
総
務
課
☎（
29
）５
０
３
０

重
政
貴
亮
、
沖
本
達
弥
、
大
西
寿
勝
、
金
子

直
哉
、
宮
本
純
男
、
河
口
稔
、
上
本
和
幸
、

向
井
淳
、
三
戸
卓
也
、
長
井
俊
彦
、
池
田
健

一
郎
、
岡
本
雄
一
、
山
本
良
太
、
吉
村
勝
彦
、

宮
本
勇
真
、
山
本
泰
士
、
水
野
鉄
雄
、
藤
谷

和
彦
、
政
兼
義
則
、
北
中
頼
誓
、
西
竜
義
、

大
谷
洋
雅
、
中
村
繁
夫
、
佐
伯
庄
司
、
三
分

一
弘
造
、
林
涼
太

●
山
口
県
消
防
協
会
退
団
者
感
謝
状
贈
呈

鶴
田
信
夫
、
脇
本
明
信
、
平
田
一
俊
、
中
里

文
昭
、
村
尾
眞
策
、
福
澤
修
一
、
黒
河
重
彦
、

金
本
龍
男
、松
重
光
則
、広
重
勝
典
、濵
重
勇
、

稲
本
太
一
郎
、
藤
兼
利
彦
、
田
坂
幸
人
、
中

川
博
行
、木
村
隆
富
、吉
本
智
敏
、市
山
孝
太
、

田
中
浩
明
、
末
岡
恒
生
、
西
村
龍
次
、
中
野

治
夫
、
植
野
悟
、
福
田
富
雄
、
東
久
則
、
高

杉
清
貴
、藤
村
浩
司
、山
田
秀
子
、立
山
勝
規
、

広
兼
光
美
、坂
根
善
雄
、上
野
龍
彦
、桂
義
典
、

品
川
司
、
兼
本
勝
、
藤
井
克
紀
、
山
崎
英
一
、

國
弘
昇
、
金
子
哲
也
、
宮
本
隆
之
、
森
年
幸
、

井
上
勝
範
、
岡
修
、
武
本
千
津
子
、
隅
聖
典
、

岡
和
馬
、森
岡
義
行
、村
田
琢
磨
、石
原
俊
彦
、

田
中
富
雄
、
三
多
田
裕
樹         【
敬
称
略
】

問
危
機
管
理
課
☎（
34
）０
０
１
９

三
笠
橋
の
車
両
交
通
規
制

期
間　

２
月
15
日
㈪
〜
３
月
26
日
㈮（
予
定
）

９
時
〜
16
時

※
日
曜
、
祝
日
の
交
通
規
制
は
あ
り
ま
せ
ん

三笠橋の車両通行規制
交通規制期間 :２月15日㈪～３月26 日㈮（予定）
交通規制時間 :９時～16時

三笠橋

国道188号国道188号

至南岩国駅至南岩国駅

至岩国駅

シンフォニア
岩国

東地区から東地区から
進入できません進入できません
※緊急車両・路線バスを除く※緊急車両・路線バスを除く
※人・自転車は通行できます※人・自転車は通行できます

麻里布
地区

東地区

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330
13 2021.2.1



市
県
民
税
の
主
な
改
正

　

令
和
３
年
度
の
市
・
県
民
税
か
ら
適
用
さ

れ
る
主
な
改
正
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
給
与
所
得
控
除
、
公
的
年
金
等
控
除
、
基

礎
控
除
の
改
正

〇
所
得
金
額
調
整
控
除
の
創
設

〇
ひ
と
り
親
控
除
の
創
設
及
び
寡
婦（
夫
）控

除
の
改
正

〇
非
課
税
措
置
に
係
る
所
得
金
額
要
件
の
見

直
し

※
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い

●
市
・
県
民
税
申
告
書
は
な
る
べ
く
郵
送
で

提
出
を

　

市
・
県
民
税
申
告
書
は
、
郵
送
で
も
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

で
き
る
だ
け
申
告
会
場
へ
の
来
場
を
避
け
、

郵
送
で
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
課
税
課
☎（
29
）５
０
５
４

小
型
特
殊
自
動
車
を
所
有
し
て

い
る
人
は
市
へ
登
録
を

　

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
や
乗
用
装
置
の
あ
る
ト

バ
イ
ク
・
軽
四
輪
な
ど
の
廃
車
・

譲
渡
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
、
４
月
１
日

現
在
、
軽
自
動
車
な
ど
（
原
動
機
付
自
転
車
、

自
動
二
輪
な
ど
を
含
む
）
の
所
有
者
と
し
て

登
録
さ
れ
て
い
る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

廃
車
や
譲
渡
な
ど
に
よ
り
実
際
に
軽
自
動

車
な
ど
を
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
廃
車
な

ど
の
手
続
き
を
し
な
い
限
り
、
そ
の
年
度
の

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
は
登
録
さ
れ
て
い

る
人
に
全
額
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

必
ず
４
月
１
日
㈭
ま
で
に
各
機
関
で
手
続

き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

※
毎
年
３
月
は
窓
口
が
混
雑
し
ま
す
の
で
、

早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い

※
４
月
２
日
以
降
に
廃
車
な
ど
の
手
続
き
を

し
て
も
、
そ
の
年
度
の
軽
自
動
車
税
（
種
別

割
）
は
全
額
課
税
さ
れ
ま
す

手
続
き
・
問
い
合
わ
せ

問
原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
㏄
ま
で
）・

小
型
特
殊
自
動
車
＝
課
税
課
☎（
29
）５
０
５

３
、
総
合
支
所
、
支
所

問
軽
二
輪（
１
２
５
cc
を
超
え
２
５
０
cc
ま
で
）、

自
動
二
輪
（
２
５
０
cc
を
超
え
る
も
の
）
＝

山
口
運
輸
支
局

☎
０
５
０（
５
５
４
０
）２
０
７
３

問
軽
三
輪
・
軽
四
輪
＝
軽
自
動
車
検
査
協
会

山
口
事
務
所

☎
０
５
０（
３
８
１
６
）３
０
８
５

ラ
ク
タ
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車
は
、
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
課
税
対
象
で
す
。

　

市
へ
の
登
録
が
済
ん
で
い
な
い
所
有
者
は

早
急
に
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

課
税
対
象
と
な
る
小
型
特
殊
自
動
車

※
公
道
走
行
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
所
有

し
て
い
る
こ
と
で
課
税
さ
れ
ま
す

申
告
場
所　

課
税
課
、
総
合
支
所
、
支
所

問
課
税
課
☎（
29
）５
０
５
３

ホームページ

農作業用以外 農作業用

大きさ
長さ＝4.7m以下
幅＝1.7m以下
高さ＝2.8m以下

制限なし

最高速度 15㎞/h以下 35㎞/h未満

構造

フォークリフト、ショベル
ローダ、タイヤローラ、国土
交通大臣の指定する構造のカ
タピラを有する自動車、林内
作業車、原野作業車など

農耕トラクタ、農業用薬剤散布
車、刈取脱穀作業車（コンバイ
ン）、田植機、国土交通大臣の
指定する農耕作業用自動車
※農耕作業を行う能力と乗用装
置を兼ね備えたもの

市では、自主財源の確保と地元企業の育成を図るため、有料広告を掲載しています。

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
を
処
理
で
き
る

期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

　

健
康
や
生
活
環
境
に
被
害
を
及
ぼ
す
恐
れ

が
あ
る
Ｐ
Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
）

廃
棄
物
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
措
法
に
基
づ
き
、
処

分
期
間
内
に
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
使
わ
れ
た
照
明
器
具
安
定

器
（
家
庭
用
器
具
に
は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
使
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
）

処
分
期
間　

３
月
31
日
㈬
ま
で

補
助
制
度　

中
小
企
業
者
な
ど
に
は
処
理
費

用
軽
減
制
度
が
あ
り
ま
す

問
山
口
県
岩
国
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎（
29
）１
５
２
４

岩
国
ブ
ラ
ン
ド
カ
ー
ド
の

デ
ー
タ
を
配
布
し
ま
す

　

岩
国
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
の
た
め
、

ブ
ラ
ン
ド
９
品
目
の
特
徴
と
歴
史
を
ま
と
め

た
カ
ー
ド
を
作
成
し
ま
し
た
。
特
産
品
を
扱

う
事
業
者
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｄ

Ｆ
デ
ー
タ
の
配
布
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
・
解
散
・

助
成
金
申
請
相
談
会

日
時　

２
月
21
日
㈰ 

10
時
〜
15
時
（
１
団

体
に
つ
き
30
分
の
予
約
制
）

場
所　

市
民
文
化
会
館　

第
３
研
修
室

内
容　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
設
立
、
解
散
、
年
度

末
事
業
報
告
、
会
計
報
告
な
ど
に
関
す
る
相

談
や
、
助
成
金
申
請
に
関
す
る
相
談　

問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）0
2
8
8

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会

●「
地
域
デ
ザ
イ
ン
」
の
ス
ス
メ

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修

会
で
す
。

日
時　

２
月
26
日
㈮ 

18
時
30
分
〜
20
時
30

分内
容　

自
団
体
の
ビ
ジ
ョ
ン
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
、

バ
リ
ュ
ー
を
明
確
に
し
、
計
画
を
持
っ
て
活

動
す
る
方
法
を
身
に
付
け
る

講
師　

長
浜
洋
二
氏
（
モ
ジ
ョ
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
合
同
会
社
代
表
）

問
い
わ
く
に
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

☎（
44
）0
2
8
8

品
目　

岩
国
寿
司
、
岩
国
れ
ん
こ
ん
、
岸
根

ぐ
り
、
こ
ん
に
ゃ
く
、
地
酒
、
高
森
牛
、
天

然
鮎
、
由
宇
と
ま
と
、
わ
さ
び

申
所
定
の
申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
・

押
印
の
上
、
直
接
、
商
工
振
興
課
へ

問
商
工
振
興
課
☎（
29
）５
１
１
０

相
談相

続
登
記
はお

済
み
で
す
か
月
間

　

市
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所
で
、
相
続
登

記
や
遺
言
、
遺
産
分
割
協
議
な
ど
の
相
続
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

２
月
１
日
㈪
〜
28
日
㈰

問
山
口
県
司
法
書
士
会　

☎
０
８
３（
９
２
４
）５
２
２
０

相　

談

中小企業等軽減
制度ホームページ

ホームページ

講
演
・
講
座

広告の問い合わせは、山陽印刷株式会社☎0827(22)3330

料金の記載がないものは原則無料です
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

対
象　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
興
味
が
あ
る
人
（
日
常
会
話
程
度
の
日
本

語
お
よ
び
外
国
語
が
で
き
る
人
）

日
時　

２
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
〜
16
時
30

分場
所　

市
民
文
化
会
館　

第
１
研
修
室

定
員　

18
人
程
度
（
先
着
順
）

内
容　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
訳
の
基
礎
知
識
な

ど
を
学
び
、
国
際
交
流
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
際
の
通
訳
演
習
を
行
う
（
通
訳
演
習
は
英

語
で
実
施
予
定
。
他
の
言
語
は
要
相
談
）

講
師　

デ
イ
ビ
ス
千
春
氏
（JU

S English

代
表
）

料
金　

５
０
０
円

募
集
期
間　

２
月
２
日
㈫
〜
15
日
㈪

申
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｅ
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
、
会
話
で
き
る
言
語
、
語
学
レ

ベ
ル
・
資
格
・
経
験
を
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
電

話
で
、
都
市
交
流
室
へ

問
都
市
交
流
室
☎（
29
）５
２
１
１

 
kokusai@

city.iw
akuni.lg.jp

防
火
管
理
講
習
会

　

一
定
以
上
の
収
容
人
員
を
有
す
る
事
業
所

関
係
者
に
、
防
火
管
理
者
の
資
格
を
取
得
し

ダ
ー
ズ
の
選
手
へ
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
記

入
し
、
郵
送
で
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
へ

※
当
選
者
に
は
チ
ケ
ッ
ト
を
発
送
し
ま
す

問
ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
☎（
29
）５
１
０
３

Ｊ
Ｒ
岩
徳
線
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

　

岩
徳
線
の
有
人
駅
を
巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
で
す
。
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
応

募
す
る
と
、
抽
選
で
10
人
に
沿
線
３
市
の
特

産
品
詰
め
合
わ
せ
と
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ッ
ズ
の

セ
ッ
ト
が
当
た
り
ま
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
28
日
㈰　

ス
タ
ン
プ
設
置
駅　

①
岩
国
駅　

②
玖
珂
駅

③
周
防
高
森
駅　

④
徳
山
駅

※
設
置
時
間
は
、
①
④
＝
６
時
〜
23
時
、
②

③
＝
６
時
30
分
〜
18
時
（
平
日
の
み
）

募
集
期
間　

３
月
12
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

申
全
て
の
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
応
募
は
が
き

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
直
接
、

下
松
市
企
画
政
策
課
、
周
南
市
公
共
交
通
対

策
課
、
岩
国
市
地
域
交
通
課
へ

て
も
ら
う
た
め
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

○
甲
種
＝
３
月
４
日
㈭
・
５
日
㈮　

10
時
〜
16
時　

○
乙
種
＝
３
月
４
日
㈭　

10
時
〜
16
時

場
所　

い
わ
く
に
消
防
防
災
セ
ン
タ
ー　

２

階
講
堂

定
員　

60
人
（
先
着
順
）

料
金　

４
３
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

募
集
期
間　

２
月
８
日
㈪
〜
19
日
㈮

申
所
定
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

消
防
本
部
、
消
防
署
、
消
防
出
張
所
へ

問
岩
国
地
区
消
防
組
合
予
防
課

☎（
31
）０
１
９
６

イ
ベ
ン
ト

Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ズ
広
島

Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

　
Ｊ
Ｔ
サ
ン
ダ
ー
ズ
広
島
の
Ｖ
リ
ー
グ
ホ
ー

ム
ゲ
ー
ム
が
岩
国
市
で
開
催
さ
れ
る
の
を
記

念
し
、
抽
選
で
20
組
（
各
試
合
10
組
）
に
観

戦
ペ
ア
チ
ケ
ッ
ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
人

日
時　

①
３
月
13
日
㈯　

14
時
〜　

②
３
月
14
日
㈰　

13
時
〜

場
所　

総
合
体
育
館　

ア
リ
ー
ナ

募
集
期
間　

２
月
19
日
㈮
ま
で（
消
印
有
効
）

申
は
が
き
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
観
戦
希
望
日
、
Ｊ
Ｔ
サ
ン

※
応
募
は
が
き
（
ス
タ
ン
プ
台
紙
）
は
、
ス

タ
ン
プ
設
置
駅
の
他
、
下
松
市
役
所
、
周
南

市
役
所
、
岩
国
市
役
所
、
岩
国
駅
観
光
案
内

所
で
配
布                               

問
Ｊ
Ｒ
岩
徳
線
利
用
促
進
委
員
会
事
務
局

（
地
域
交
通
課
内
）
☎（
29
）５
１
０
６

広
島
広
域
都
市
圏
イ
ベ
ン
ト

●
ふ
る
さ
と
の
魅
力
発
見
バ
ス
ツ
ア
ー

日
時　

①
３
月
13
日
㈯　

９
時
〜
16
時
30
分

②
３
月
14
日
㈰　

９
時
〜
17
時

集
合
場
所　

い
ず
れ
も
広
島
駅
新
幹
線
口

（
現
地
解
散
）

定
員　

い
ず
れ
も
20
人
（
先
着
順
）

※
最
少
催
行
人
数
は
15
人

内
容　

①
＝
名
物
た
こ
料
理
、
き
の
こ
収
穫

体
験
と
仙
石
庭
園（
三
原
市
・
東
広
島
市
）

②
＝
絶
景
露
天
風
呂
と
竹
原
町
並
み
散
策

（
大
崎
上
島
町
・
竹
原
市
）

料
金　

い
ず
れ
も
７
千
円
（
交
通
費
、
昼
食

代
な
ど
を
含
む
）

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜

申
問
広
交
観
光
㈱

☎
０
８
２（
２
３
８
）４
９
３
０

●
広
島
ド
ラ
ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
共
同
応
援

日
時　

３
月
28
日
㈰　

13
時
35
分
〜

場
所　

広
島
サ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
（
現
地
集

合
）

定
員　

１
０
０
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は

イ
ベ
ン
ト

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。

16広報いわくに



抽
選
）

※
小
学
生
以
下
は
大
人
の
同
伴
が
必
要

内
容　

信
州
ブ
レ
イ
ブ
ウ
ォ
リ
ア
ー
ズ
戦
を

メ
イ
ン
サ
イ
ド
２
階
（
指
定
席
）
で
応
援

料
金　

大
人
＝
千
円
、
高
校
生
以
下
＝
６
０

０
円

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
15
日
㈪
（
消
印

有
効
）

申
往
復
は
が
き
に
参
加
者
全
員（
５
人
ま
で
）

の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
ド
ラ

ゴ
ン
フ
ラ
イ
ズ
共
同
応
援
希
望
の
旨
を
記
入

し
郵
送
で
、
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
へ
、

ま
た
は
広
島
広
域
都
市
圏
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら宛
先　

〒
７
３
０
―
８
５
８
６（
住
所
不
要
）

広
島
市
広
域
都
市
圏
推
進
課

問
広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会

☎
０
８
２（
５
０
４
）２
０
１
７

献
血２

月
の
献
血

３
日
㈬　

○F

ふ
ぁ
む
ず

A
M
'S 

キ
ッ
チ
ン
い
わ
く
に

９
時
30
分
〜
11
時　

○
サ
ン
ラ
イ
ン（
瀬
田

工
業
団
地
）　

13
時
〜
16
時

21
日
㈰　

○
ゆ
め
タ
ウ
ン
南
岩
国　

９
時
30

分
〜
12
時
、
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

28
日
㈰　

○
フ
レ
ス
タ
モ
ー
ル
カ
ジ
ル
岩
国

（
若
者
を
中
心
に
献
血
へ
の
理
解
と
協
力
を

呼
び
か
け
る「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
で
記
念
品
贈
呈
）　

10
時
〜
12
時
、
13
時

15
分
〜
16
時

※
全
血
献
血
（
４
０
０
ml
限
定
）

問
社
会
課
☎（
29
）５
０
７
０

岩
国
運
動
公
園

㊡
な
し

平
田
一
丁
目　

☎（
32
）７
４
１
１

抱
っ
こ
し
て
ス
テ
ッ
プ
★

ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス
教
室

対
象　

生
後
２
カ
月
〜
２
歳
の
子
と
母
親

日
時　

２
月
17
日
㈬
、
３
月
17
日
㈬　

10
時

〜
11
時
30
分

場
所　

総
合
体
育
館　

会
議
室

定
員 

10
組
（
先
着
順
）

内
容　

好
き
な
デ
ザ
イ
ン
を
選
ん
で
、
跳
び

出
す
カ
ー
ド
を
作
る

問
こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

㊡
日
曜
、
祝
日

周
東
町
下
久
原　

☎（
84
）０
１
１
２

将
棋
教
室

対
象　

小
学
生

日
時　

２
月
20
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ル
ー
ル
を
学
ん
で
将
棋
を
楽
し
む

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
19
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

工
作
「
牛
乳
パ
ッ
ク
の
ス
ポ
ー

ツ
カ
ー
」

対
象　

小
学
生

日
時　

２
月
27
日
㈯　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

内
容　

ゴ
ム
の
力
で
動
く
ス
ポ
ー
ツ
カ
ー
を

牛
乳
パ
ッ
ク
で
作
る

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
26
日
㈮

申
し
ゅ
う
と
う
児
童
館

内
容　

赤
ち
ゃ
ん
と
始
め
る
産
後
マ
マ
の
エ

ク
サ
サ
イ
ズ

料
金　

５
０
０
円
／
回

持
参
品　

抱
っ
こ
ひ
も
、大
き
め
な
タ
オ
ル
、

飲
み
物

申
岩
国
運
動
公
園

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

㊡
火
曜
、
祝
日

桂
町
二
丁
目　

☎（
24
）０
８
８
８

工
作
教
室

●
お
や
こ
で
こ
う
さ
く
「
な
か
よ
し
ひ
な
ま

つ
り
」

対
象　

２
〜
６
歳
の
幼
児

日
時　

２
月
18
日
㈭　

11
時
20
分
〜
11
時
45

分
（
当
日
受
け
付
け
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
メ
ロ
ン
パ
ン
ナ

ち
ゃ
ん
の
お
ひ
な
さ
ま
を
作
る

●
小
学
生
の
工
作「
ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
」

対
象　

小
学
生

日
時　

２
月
27
日
㈯　

14
時
〜
15
時
30
分

（
当
日
受
け
付
け
＝
14
時

30
分
ま
で
）

定
員　

５
人
（
先
着
順
）

岩
国
運
動
公
園

ＥＮＪＯＹ

おでかけ情報

家族みんなで楽しめる市内の
イベント情報をお届けします。

献　

血

こ
ど
も
館
に
っ
こ
り

し
ゅ
う
と
う
児
童
館

料金の記載がないものは原則無料です
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丸
太
村

㊡
水
曜

周
東
町
用
田　

☎（
84
）１
２
１
３

糸い
と
の
こ鋸

教
室
「
お
雛ひ

な

様
」

日
時　

２
月
13
日
㈯　

①
９
時
30
分
〜
12
時

②
13
時
〜
15
時　

２
月
14
日
㈰　

③
９
時
30
分
〜
12
時　

④
13

時
〜
15
時

定
員　

各
４
人
（
先
着
順
）

料
金　

千
円
／
個

募
集
期
間　

２
月
７
日
㈰
ま
で

申
丸
太
村

科
学
セ
ン
タ
ー

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日
、

２
月
13
日
㈯
の
午
前
中

麻
里
布
町
六
丁
目　

☎（
22
）０
１
２
２

科
学
教
室

●
浮
沈
子
で
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
を
作
ろ
う

対
象　

小
学
３
年
〜
６
年
生

日
時　

３
月
６
日
㈯　

９
時
30
分
〜
11
時
30

定
員 

５
人
（
先
着
順
）

内
容　

担
当
学
芸
員
に
よ
る
展
示
解
説

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈬
〜

申
岩
国
徴
古
館

郷
土
史
研
究
会

●
芸
州
口
の
戦
い
に
関
す
る
情
報
比
較
〜
日

記
史
料
を
中
心
に
〜

日
時　

２
月
21
日
㈰　

10
時
〜
12
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

講
師　

松
岡
智
訓
（
岩
国
徴
古
館
学
芸
員
）

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈬
〜

申
岩
国
徴
古
館

古
文
書
講
座

●
初
級
ク
ラ
ス

日
時　

２
月
21
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

内
容　

読
み
や
す
い
古
文
書
を
実
践
的
に
読

み
進
め
る

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈬
〜

●
基
礎
ク
ラ
ス

日
時　

３
月
７
日
㈰　

13
時
30
分
〜
15
時

場
所　

サ
ン
ラ
イ
フ
岩
国　

大
会
議
室

定
員 

30
人
（
先
着
順
）

分定
員　

８
人
（
先
着
順
）

内
容　

圧
力
を
か
け
る
と
沈
み
、
緩
め
る
と

浮
か
ぶ
浮
沈
子
を
使
っ
て
、
魚
釣
り
ゲ
ー
ム

を
作
る

持
参
品　

筆
記
用
具
、
作
品
を
入
れ
る
袋

募
集
期
間　

２
月
18
日
㈭　

９
時
〜

申
電
話
で
科
学
セ
ン
タ
ー

岩
国
徴
古
館

㊡
月
曜
（
祝
日
の
場
合
は
そ
の
翌
日
）

横
山
二
丁
目　

☎（
41
）０
４
５
２

企
画
展

●
江
戸
時
代
の
風
景

日
時　

２
月
28
日
㈰
ま
で

内
容　

絵
図
資
料
に
描
か
れ
た
景
色
を
は
じ

め
、
古
文
書
に
残
る
人
の
営
み
な
ど
江
戸
時

代
の
人
々
が
見
た
風
景
を
展
示

●
企
画
展
関
連
イ
ベ
ン
ト

日
時　

２
月
13
日
㈯　

13
時
〜
13
時
30
分

内
容　

文
字
の
調
べ
方
や
文
章
の
読
み
方
な

ど
基
本
事
項
を
押
さ
え
る

募
集
期
間　

２
月
３
日
㈬
〜

※
ど
ち
ら
の
ク
ラ
ス
も
初
め
て
参
加
す
る
人

は
テ
キ
ス
ト
代
５
０
０
円
が
必
要

申
岩
国
徴
古
館

中
央
図
書
館　

㊡
月
曜
、
祝
日
、
第
３
木
曜

南
岩
国
町
四
丁
目　

☎（
31
）０
０
４
６

ト
ッ
キ
ー
さ
ん
の

　
　
「
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
ぼ
」

対
象　

未
就
園
児
と
保
護
者

※
未
就
園
児
以
外
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い日
時　

２
月
25
日
㈭　

10
時
15
分
〜
10
時
45

科
学
セ
ン
タ
ー

中
央
図
書
館

岩
国
徴
古
館

丸
太
村

実際に講座で使用するテキストの一部

※イベントなどは中止・延期になる場合があります。参加する際はマスクの着用など新しい生活様式を心掛けましょう。
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分定
員　

８
組
程
度

内
容　

親
子
で
一
緒
に
わ
ら
べ
う
た
あ
そ
び

を
楽
し
む

講
師　

加
藤
と
き
え
氏（「
わ
ら
べ
っ
子
の
集

い
」
代
表
）

募
集
期
間　

２
月
12
日
㈮　

10
時
〜

申
電
話
で
中
央
図
書
館

●
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
午
前
中
は
「
乳

幼
児
の
日
」
で
す

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

㊡
２
月
14
日
㈰

三
笠
町
一
丁
目　

☎（
29
）１
６
０
０

み
ん
な
の
音
楽
学
校

●
印
象
派
絵
画
と
音
楽
〜
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
、

ラ
ヴ
ェ
ル
、
サ
テ
ィ
の
世
界
〜

　

絵
画
と
音
楽
の
関
わ
り
を
音
源
と
共
に
解

説
す
る
入
門
講
座
で
す

日
時　

２
月
20
日
㈯　

13
時
30
分
〜
14
時
30

分
（
開
場
＝
13
時
）

場
所　

ミ
ュ
ー
ズ
ホ
ー
ル

料
金【
全
席
自
由
】　

５
０
０
円

※
未
就
学
児
は
入
場
不
可

申
シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

15
時　

場
所　

美
川
ム
ー
バ
レ
ー　

山
ほ
た
る
３
階

体
験
工
房

定
員　

各
８
人

※
最
少
催
行
人
数
は
３
人

内
容　

お
し
ゃ
れ
な
苔
玉
作
り
を
体
験

料
金　

千
円
／
個

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン

募
集
期
間　

２
月
１
日
㈪
〜
28
日
㈰

申
美
川
ム
ー
バ
レ
ー

働
く
婦
人
の
家

㊡
火
曜
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
も
）、
祝
日

昭
和
町
一
丁
目　

☎（
22
）０
４
９
０

人
生
１
０
０
年
時
代
の

　
　
　
　
　
　

生
活
設
計
講
座

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

日
時　

２
月
28
日
㈰　

10
時
〜
11
時
30
分

定
員　

15
人
（
先
着
順
）

内
容　

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
明
確
に
し
て
、
必

要
な
資
金
を
計
画
的
に
準
備
す
る

講
師　

柿
原
裕
美
氏

募
集
期
間　

２
月
22
日
㈪
ま
で

申
働
く
婦
人
の
家

中
央
公
民
館

㊡
な
し

岩
国
四
丁
目　

☎（
43
）０
１
７
４

中
央
公
民
館
ま
つ
り

輝
き
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
１

●
２
月
21
日
㈰

○
舞
台
発
表　

９
時
30
分
〜

●
２
月
28
日
㈰

○
作
品
展
示　

９
時
30
分
〜
15
時

※
例
年
開
催
し
て
い
る
ミ
ニ
イ
ベ
ン
ト
や
お

茶
席
、
古
雑
誌
配
布
な
ど
は
行
い
ま
せ
ん

※
駐
車
場
は
岩
国
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

問
中
央
公
民
館

美
川
ム
ー
バ
レ
ー

㊡
火
曜
・
水
曜

美
川
町
根
笠　

☎（
77
）０
１
１
１

苔こ
け
だ
ま玉

作
り
体
験

日
時　

３
月
20
日
㈯　

①
10
時
〜
12
時

②
13
時
〜
15
時　

３
月
21
日
㈰　

③
10
時
〜
12
時 

④
13
時
〜

中
央
公
民
館

シ
ン
フ
ォ
ニ
ア
岩
国

美
川
ム
ー
バ
レ
ー

働
く
婦
人
の
家

岩
国
市
歌　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

詞　
　

村
田
さ
ち
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

曲　
　

池
辺
晋
一
郎

一　

旅
人
の
し
る
べ
と
な
り

　
　

輝
や
か
に　

大
河
を
渡
る

　
　

錦
帯
橋

　
　
　
　
　

ふ
る
さ
と
の
誇
り
を

　
　
　
　
　

翼
に
か
え
て

　
　
　
　
　

子
供
た
ち
は
羽
を
ひ
ろ
げ

　
　
　
　
　

飛
び
立
つ

　
　
　
　
　

遠
い
夢
を
追
い
か
け
て

二　

大
空
の
光
浴
び
て

　
　

き
ら
ら
か
に
大
地
に
横
た
う

　
　

錦
川

　
　

　
　
　
　
　

せ
せ
ら
ぎ
の
歌
が

　
　
　
　
　

心
を
つ
な
ぎ

　
　
　
　
　

同
じ
恵
み
分
け
合
い
な
が
ら　
　

　
　
　
　
　

生
き
て
る

　
　
　

　
　
　
　
　

美
し
い
こ
の
街
で

　こちらのサイトから
岩国市歌の楽譜や、合
唱・メロディーの音源
データをダウンロード
することができます。

QRコード

料金の記載がないものは原則無料です
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岩国市民憲章
錦帯橋に象徴される美しいまち岩国
わたしたちは　この地を愛し　
ふるさとが育てた偉人に学び　
教養を高め
誇れる岩国を築き　引き継ぐために
この憲章を定めます

大切にしたいもの
　それは　みんなの夢　みんなの命
守りたいもの
　それは　豊かで美しい自然
伝えたいもの
　それは　歴史や伝統　文化の薫り
広げたいもの
　それは　世代や地域を超えた人の和
創りたいもの
　それは　岩国の輝かしい未来

（平成23年１月１日制定）

み
ん
な
の
写
真
館

　

「
み
ん
な
の
写
真
館
」
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た

お
気
に
入
り
の
「
い
わ
く
に
」
を
毎
月
１
枚
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【今月の一枚】

市長夢日記

 福田 良彦

Vol.132

　

民
間
で
進
め
ら
れ
て
い
る
「
岩
国
駅
前

南
地
区
市
街
地
再
開
発
事
業
」
の
予
定
地

に
、
市
が
「
図
書
館
機
能
を
核
と
す
る
施

設
」
を
整
備
す
る
方
針
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

当
初
、
山
口
県
に
お
い
て
、
再
開
発
予

定
地
は
、
東
部
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
最

適
地
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
情
に
よ
り
セ
ン
タ
ー
の
基
本
構
想
が

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
、
想
定
し
て
い
た
事
業
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
が
見
通
せ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

編
集
・
発
行
/
岩
国
市
総
務
部
広
報
戦
略
課
広
報
班
　
〒
740-8585　

山
口
県
岩
国
市
今
津
町
一
丁
目
14番

51号
　
TEL/0827-29-5016

FA
X/0827-21-3337　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
 https://w

w
w
.city.iw

akuni.lg.jp/　
E-m
ail kouhou@

city.iw
akuni.lg.jp　

印
刷
/山
口
印
刷
工
業
㈱

古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

70％
再
生
紙
を
使
用

撮 影 者：tomo.t(@1010grm) さん
撮 影 日：12月10日
撮影場所：潮風公園みなとオアシスゆう

「冬のビーチ」

　　募集作品
市内で撮影した写真（人物
写真は、被写体の承諾を得
てください）
　　写真サイズ
JPEG形式のデータ（200万
画素以上）またはＬ判以上
の大きさの写真
　　応募方法
①氏名（ペンネーム可）　
②電話番号　
③作品名　④撮影日　
⑤撮影場所　
を記載し、Eメール、郵送
または直接、広報戦略課へ
　  kouhou@city.iwakuni.lg.jp

358　
広
報
い
わ
く
に

#広報いわくにみんなの写真館
のハッシュタグをつけて、
インスタグラムでも応募で
きます。

皆さんの応募作品はホーム
ページにも掲載しています

再
開
発
準
備
組
合
で
は
、
セ
ン
タ
ー
誘
致

を
断
念
す
る
旨
の
判
断
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
経
済
界
や
地
元
自
治
会
な
ど

か
ら
、
市
に
対
し
て
「
図
書
館
を
再
開
発

予
定
地
に
」
と
の
強
い
要
望
が
な
さ
れ
、

ま
た
、
老
朽
化
が
進
む
福
祉
会
館
内
の
手

狭
な
中
央
図
書
館
麻
里
布
分
室
の
対
応
を

検
討
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
先
の
決
定

に
至
っ
た
も
の
で
す
。　

　

岩
国
駅
周
辺
の
活
性
化
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
も
民
間
に

よ
る
再
開
発
事
業
を
支
援
し
つ
つ
、
賑
わ

い
創
出
施
設
の
整
備
に
向
け
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
併
せ
て
、
産
業
振
興
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
、
本
市
の

商
業
の
中
心
地
に
整
備
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
県
に
要
望
し
て
ま
い
り
ま
す
。

インスタグラムからの投稿
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